
 
第１回 小学校統合検討審議会  

日時：令和２年４月２８日（火）                     午後２時                     会場：役場第１会議室   
次   第  

司会 教育課長  
１． 委嘱状交付  
２． 村長あいさつ  
３． 委員及び事務局紹介  
４． 会長及び副会長の選出  
５． 議事 

（１）これまでの検討経過について  
（２）現在の教育環境の状況について 

・山中湖村学校施設長寿命化計画（耐震度診断、耐力度調査結果）  
（３）今後の審議方針（内容、予定等）について  
（４）その他    

６． その他 



山中湖村 

小学校統合検討の経過           第１回小学校統合検討審議会                  令和２年４月２８日 
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統合の基本理念（なぜ統合するか） 

理念１ 

• 学校施設の老朽化への対応 

• （山中小 築５０年  東小 築４７年） 
理念２ 

• 学校適正規模の確保 

• （児童数減少→１２学級 １クラス２０名以上） 
理念３ 

• 小中連携（一貫）教育の推進 

• （中１ギャップ解消、学校生活安定、学力向上） 
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検討の経過 １ 

H２３年１０月 村長諮問：          「山中湖村立小中学校の将来に向けた在り方」 
一次答申：   「山中小学校と東小学校を統合し、新たな場所に小学校を新設」  付帯意見   「新設場所は、出来るだけ中学校付近 早急な対応を望む」 教育推進審議会 

（４回） 

東大施設部と交渉 

（２年間）   新設場所確保できず 
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検討の経過 ２ 

H２６年４月 村長諮問：  「統合を前提とした新たな小学校の建設に向けた新設校の     設置場所等」 
二次答申：   「旧レジャータウン跡地、現山中小学校の場所、吉羽木材   付近が望ましい」 複数答申 

付帯意見 

「新設場所については早急な処置、放課後子どもプランの実現を同敷地内で」 

教育推進審議会 

（４回） 

 

保護者説明会 

アンケート 

住民説明会 

懇話会  H32年４月開校予定 実現せず 
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近年の教育環境の諸変化 １ 

〇 校舎老朽化の一層の進行    ・学校施設長寿命化計画の策定 

 

〇 自然災害への危惧    ・大地震、豪雨、猛暑、火山噴火 など 

 

〇 防犯対策の強化    ・登下校時の安全（交通事故、凶悪犯罪）    ・外国人の増加 
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近年の教育環境の諸変化 ２ 

〇 教育ニーズの変化 → 授業形態の変化   『新学習指導要領』 開始   ・小学校英語教科化 ・プログラミング学習   ・アクティブ・ラーニング ・ICT化 

 

〇 新たな教育制度   ・２５人学級（山梨県）   ・コミュニティースクール   ・小中一貫型学校 
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令和元年度の取り組み 

１．学校施設長寿命化計画の策定    ・村内学校関連施設（３校、教員住宅、給食センター） 
んんの中長期的な改修整備計画    ・山中小で 耐震診断→耐力度調査 ＊議題２で説明 

 

２．「統合校の基本コンセプト」の検討 ＊三校連絡会にて   ・村の教育の長所、短所   ・将来必要となる力 → 育てるべき児童生徒像   ・具体的な方策（必要な環境） 7 



本審議会での検討事項 

• （１）小学校の統合の方針に関すること 

 

• （２）小学校の統合の時期に関すること 

 

• （３）小学校の統合の場所に関すること 

 

• （４）その他必要な事項に関すること 
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検討の方針（留意事項） 
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早急に 

丁寧に 

時代のニーズに敏感に 



今後の審議方針（内容、予定等） １ 
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・第１回（本日）   ① これまでの検討の経過   ② 現在の教育環境の現状（学校施設長寿命化計画）   ③ 今後の審議方針 

 

・第２回（６月上旬）   ① 統合校開校までのロードマップ 

   ② 近年の教育環境の諸変化について       ・児童数 ・自然災害 ・防犯 ・教育ニーズ ・教育制度 

   ③ 候補地の現状及び諸条件の変更 

 

・第３回（７月中旬）   ① 望ましい教育環境（統合校の基本コンセプト）      ・教育内容 ・校舎 ・施設設備   ② 候補地の比較 

 



今後の審議方針（内容、予定等） ２ 
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・第４回（９月上旬）   ① 候補地の検討 

 

・第５回（１０月中旬）   ① 候補地の検討 

   ② 候補地（案）決定 

   ③ 今後の予定 

 


